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㈱福岡ソフトウェアセンター（飯塚市） 
 株式会社福岡ソフトウェアセンターは資本

金１０．４７億円（国：４億円、県、飯塚市：各

１．５億円、民間：３．４７億円）。同市に立地す

る九州工業大学情報工学部、近畿大学工学部

の各教授陣、民間技術者をバックに、人材育

成、実践指導、事業斡旋等を軸に事業活動を

行う第三セクターの組織でした。 

 産・学・官及び地域の人々との交流を考え

たこれほどの空間、施設は大分にはないよう

に思えます。特に研修施設（ＵＮＩＸコンピュー

タなど）を自由に第三者に貸し出し地域情報

産業の振興に役立てる施設は羨ましく感じま

した。 

（ＴＮＢソフトウェア 佐藤 誠樹） 

福岡ドーム（福岡市百道） 
 収容人数５万２千人、大分県下の高校生（約

５４，０００人）をほぼ一度に収容できる程の大き

さで、球場にいる人がほんの米粒程に感じら

れた。また真円形の造りのため、どの位置か

らもアリーナを均等に眺められる理想的な構

造になっており、野球の他にも展示会やコン

サート等様々なイベントに使用されている。 

 日本一の球場面積と空間をもつ福岡ドーム

は、屋根の開閉に伴う光や風の影響が多いた

め空調、照明、音響等の調節は全てコン

ピュータにより管理されている。まさにハイ

テクを駆使した２１世紀へ向けての新しい多目

的スペースであると感じた。 

（富士通大分ソフトウェアラボラトリ総務課 

 植木 香奈子） 

おわりに 
 情報産業都市飯塚市内の２つのソフトウェ

ア開発、研修施設といま話題の福岡ドームの

見学は予想以上に充実した内容でした。 

 また初めて女性の参加を得たことも収穫の

一つでした。今後も多彩な研修対象と内容の

充実に努力しますが、より多数の若い方々－

特に女性の参加をお願いします。 

（理事 田中莞爾） 
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平成５年度 第１回視察研修会実施 
－ 先端技術で注目される飯塚市と５万２千人収容の福岡ドーム － 

倒れそうで倒れないファジイ制御の実験 福岡県立飯塚研究開発センター 左記センター前での一行 

１枚４０００トンの屋根２枚が開閉する福岡ドーム（我が国初の開閉式ドーム） 

 当協会恒例の県外視察研修旅行は、西日本

一極集中大都市の福岡と決まり、２０名が参加

して、９月１７日実施された。 

 今回の視察先は、大分県ソフト協会創立五

周年を記念して、福岡ドームと飯塚の２つの

ソフトウェア開発施設とした。 

 ５万２千人の収容力と、３枚の鉄骨トラス

パネルで構成される開閉式屋根の福岡ドーム

は一見の価値以上に驚かされた。 

 一方かつては炭坑都市として活躍した飯塚

市が、新情報化都市として再スタートしてお

り、その意気込みと活力に感心させられた。 

 県立飯塚研究開発センター及び㈱福岡ソフ

トウェアセンターは、いずれも今春完工した

ばかり、産学官協力による新研究センター

で、ソフト技術の研究と人材育成が狙い。注

目されたのは、県立飯塚研究開発センターに

おけるファジィシステム研究所の設置で、こ

れには一同びっくり。 

 今回の視察研修は内容費富で、ハードスケ

ジュールだったが、それだけ得るものも多

く、今までにない勉強になった。 

 大分県ソフトウェア協会長 御手洗 克己 

福岡県立飯塚研究開発センター 
 当センターは近年急速に需要が大きくなり

ましたＡＳＩＣ，ＦＰＧＡ、ファジィ研究室、マイ

コン（ＩＣＥ）開発装置、開発用ワークステー

ション、各種測定機（オシロ、ロジアナ等）

を揃えられ、開発研究の為の宿泊施設も利用

できるたいへん素晴らしい設備です。 

 中でも、ファジィシステムは人間の思考過

程や発想を模擬する方法で、山川九州工業大

学情報工学部教授が世界で初めてワンチップ

化し、高速化した過程を展示していました。 

 実演は、平行移動ができる機械に倒立する

棒をセットし、ファジィ制御により棒を正立

させ、ワイングラスにワインを注いでも棒が

倒れないように制御するという、従来の方法

では到底制御しきれないようなシステムも拝

見いたしました。 

 応用についても、地下鉄の車両をスムーズ

に正しい位置に停止するような分野に実用化

されているそうです。 

 当センターの設備はいろいろな産業に応用

され、ますます期待されることと思います。 

（㈱日出ハイテック情報技術課 古賀 士裕） 
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 ②一部免除の対象者 

  標準カリキュラム準拠の研修コースによ 

  り、適切な技術者教育を実施していると 

  認められる機関が、一定基準により当該 

  研修修了者の中から推薦した者。 

 ③導入スケジュール 

  当面、「第一種情報処理技術者試験」に 

  ついて、ＣＡＩＴおよび地域ソフトウェアセ 

  ンターを対象に実施する。 

 

４．現行試験区分と新試験区分との対応 
 現行試験区分と【新試験区分】との対応は 

次のとおりである。 

 ★情報処理システム監査技術者試験 

   【システム監査技術者試験】 

 ★特種情報処理技術者試験 

   【アプリケーションエンジニア試験】 

 ★オンライン情報処理技術者試験 

   【テクニカルスペシャリスト試験    

    （ネットワーク）】 

 ★第一種情報処理技術者試験 

   【第一種情報処理技術者試験】 

 ★第二種情報処理技術者試験 

   【第二種情報処理技術者試験】 

 標準カリキュラム体系図により第一種、第

二種の共通カリキュラムの概要が明らかにさ

れた。ともに共通と選択に分かれ、各々知識 

と応用能力からなる。 

 ＳＥ的な能力がより強化され、第一種につ

いてはプログラミング能力が削除され、新た

にコミニュケーション能力、問題発見・解決

能力などが加わった。第二種についても実践

的な能力が追加され、ともに今まで以上に広 

範囲な能力が要求されるものと予想される。 

２ 

新情報化人材像と国家試験の改訂について 
－産業構造審議会 情報化人材対策小委員会報告 要旨－  （広報人材委員会） 

情報化人材の類型 

(2) 標準カリキュラムにおける配慮事項 
 ①基礎知識習得と実践力育成の両面の重視 

  共通カリキュラムではそれぞれの技術レ 

  ベルに応じた知識・技術を明らかにし、 

  必要知識の修得だけではなく知識の応用 

  力の養成 にも重点をおく必要がある。 

 ②テキスト、研修用教材の開発・提供 

  カリキュラムに基づき情報処理振興事業 

  協会 （ＩＰＡ）およびＣＡＩＴによるテキス 

  ト、研修教材の開発・提供の必要があ 

  る。 

 ③実践力の養成のための教材および教育手 

  法開発の必要性 

  ◎シミュレーション型ＣＡＩシステム 

  ◎実践的プロジェクト型演習教材 

 

３．試験制度の見直し 
 技術者分類および標準カリキュラムに基づ

き、現行５区分の試験区分を当面１１区分に改 

訂し実施する。 

(1) 実施時期と実施区分 
 ①実施時期：平成６年度秋から移行予定 

 ②実施区分：当面、１１区分を実施 

秋期実施区分 

 ★システムアナリスト試験 

 ★システム監査技術者試験 

 ★アプリケーションエンジニア試験 

 ★テクニカルスペシャリスト試験（ネットワーク） 

 ★第二種情報処理技術者試験 

 ★システムアドミニストレータ試験（初級） 

春期実施区分 

 ★プロジェクトマネージャー試験 

 ★システム運用管理エンジニア試験 

 ★プロダクションエンジニア試験 

 ★テクニカルスペシャリスト試験（データベース） 

 ★第一種情報処理技術者試験 

 ★第二種情報処理技術者試験 

(2) 今後実施に向け検討する区分 
 ◆テクニカルスペシャリスト試験 

（ハードウェア／基礎ソフトウェア） 

 ◆テクニカルスペシャリスト試験 

（ソフトウェア生産技術） 

 ◆デベロップメントエンジニア試験 

（システムソフトウェア） 

 ◆デベロップメントエンジニア試験 

（マイコン応用システム） 

 ◆システムアドミニストレータ試験（上級） 

 ◆教育エンジニア試験 

（名称はいずれも仮称） 

(3) 試験の一部免除制の導入 
 ①一部免除の対象範囲 

  座学および実・演習により修得可能であ 

  る知識および技術。 

標準カリキュラムの体系概要 
   

高度情報処理技術者 

育成カリキュラム 

（14種類） 
   

第一種共通カリキュラ

ム（入社後３～５年程

度相当） 
   

第二種共通カリキュラ

ム（入社後１～３年程

度相当） 

   

 

（初級） 

   

  
 システムアド 

 ミニストレータ 

 育成カリキュラム 

（上級） 
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１．情報化人材対策の目的と必要性 
 通商産業省の情報化人材対策小委員会は今

年の５月に、昨年１２月の同小委員会の中間報

告に基づき総合的な情報化人材育成推進策の 

最終報告を行った。 

 それによると、今後わが国の産業の高度化

と経済活力を維持していくためには、情報化

の飛躍的推進が不可欠で、それには良質の情

報処理技術者の育成が急務であり、求められ

るべき情報処理技術者像の明確化とその効果

的な育成について、解決すべき課題と対応の 

基本的な方向が示された。 

 最終報告では以下の項目について早急に実

施すべき施策、今後実施するにあたり配慮す 

べき事項など可能な限り具体的に示された。 

 (1)標準カリキュラムの作成 

 (2)カリキュラムに連動した情報処理技術者 

   試験制度のあり方 

 (3)各機関における教育の体系化と強化方策 

 なお、今後の情報処理技術の進展と諸環境

の変化にも積極的に対応するとともに、実態

とのかい離、制度の硬直化から回避するた

め、カリキュラムをはじめとする各施策の適 

時適切な見直しの必要性が提言されている。 

 

２．人材養成の標準カリキュラム 
 標準カリキュラムは現在通商産業省の指導

の下で、中央情報教育研究所（ＣＡＩＴ）におい 

て以下の考え方に沿って策定中である。 

(1) 標準カリキュラムの体系 

 情報化人材育成の基本となる標準カリキュ

ラムでは、高度情報処理技術者別カリキュラ

ムと、入社後５年程度までを対象とした共通

カリキュラム（第一種、第二種）とに体系づ 

けされている。 

 また、情報システムの利用者側における技

術者育成の観点からの教育として、システム

アドミニストレータの育成カリキュラムが新

設されている。これもまた上級と初級に分け 

られている。 



第５回ＯＳＡ技術

交流会 
テーマ 「新しいコンピューティングの可能 

     性を探る」 

日 時 １０月２７日（水曜日） 

     １３：００～１７：２０ 

（受付開始１２：３０） 

会 場 富士通大分システムラボラトリ 

 

１．ご挨拶 会長、来賓、委員長 

２．報 告   「ＯＳＡ会員技術情報資料」 

   報告者  川又英二副委員長 

３．基調講演 「Ｗｉｎｄｏｗｓの戦略」 

   講 師  マイクロソフト㈱ 

        第２営業部 箕浦幸雄課長 

４．事例発表 

 １．「ＰＣＬＡＮの運用環境」 

  発表者 清松 匡 ＳＥ（㈱オーガス） 

 ２．「音声ＦＡＸの情報サービス」 

  発表者 志村泰彦課長 

 （ゴードービジネスマシン㈱システム課） 

３．「ＬＡＮ導入事例」 

  発表者 相田二三春課長 

（㈱広瀬装研システム課） 

 なお近接して左記のふれあいパーティを開

３ 

た鋭い経営センスは刮目に値する。高木社長は

「不況の今こそチャンス」と考え企業基盤の安

定化、強化を進めるため新鋭工作機の導入、積

極的な人材の採用を行うとのこと。不況下の

我々にも大いなる示唆を与えて戴いた見学会と 

なった。 

（啓発交流委員会） 

県ソフトウェア協会創立５周年記念行事のご案内 
ソフトピア’９３への協賛行事も盛大に開催 

特別サウンズ・コンテスト 

 

楽器が弾けなくても

容易に作曲がで 

きる 

・パソコンの五線紙 

  画面にマウスで入 

  力。 

・作った曲は音源 

  ディスクから音響 

  装置で聞く。 

・妥当性チェックもソ 

  フトがしてくれる。 

キーボードからの入

力はもちろん 

紙面の自動編制をする組版システム 

ＣＡＤシステムを駆使した設計作業 

 今年は当協会創立５周年記念として、大分

県主催の『ソフトピア’９３』の協賛行事を盛大

に催すとともに、全国情報化月間の１０月に焦

点を合わせた記念行事をもちます。５周年を

祝して皆様の多数参加をお待ちしておりま

す。 

 創立５周年 

ふれあいパーティ 
 当協会の創立５周年祝賀パーティを催しま

す。会場では、会員会社の有志による「バン

ド演奏」も行い盛り上げます。また、会員の

みでなく、会員会社の社員、家族等も参加で

きます。 

 景気は好転の兆しも見えませんが、こうい

う時こそ、会員が集い、相互の親睦、懇談の

ひとときも必要でしょう。お誘い合せの上多

数ご参加下さい。 

 

１．日時 １０月２４日（日曜日） 

         １６：００～１７：３０ 

２．場所 大分第二ソフィアプラザビル 

    （大分市東春日町ソフトパーク内） 

３．会費 ２，０００円パーティ券は事前販売中 

      詳細内容照会先 

県ソフトウェア協会事務局 

ＴＥＬ ３６－１２６７ 

 

 「５周年ふれあいパーティ」は、当日行わ

れる「サウンズ・コンテスト Ｏｎ Ｔｈｅ 

 Ｃｏｍｐｕｔｅｒ」（当協会主催）に引き続いて開

催しますので、是非「サウンズ・コンテス 

ト」にもご来場下さるようご案内します。 

 コンピュータを使って作曲したり、編曲し

た作品を公募して、コンクールを行います。 

 皆さんが仕事の合間に、また趣味として、

日頃パソコンの音源やシンセサイザを使って 

実現した様々な音楽で応募できます。 

 また立派な曲がたくさん集まる見込みです 

ので、皆様お揃いで聴きにおいで下さい。 

 

サウンズ・コンテスト開催案内 
 応募作品の発表会と優秀作品の表彰式を行 

います。 

１．日時 １０月２４日（日曜日） 

         １３：３０～１５：３０ 

２．場所 大分第二ソフィアプラザビル 

    （大分市東春日町ソフトパーク内） 

 会場の皆様にもラッキーくじの抽選があり 

ます。 

 サウンズコンテストに続いて、同会場で当

協会の創立５周年祝賀パーティを催します。 

引続きご参加下さい。 

 なお、コンテスト開催前に、同日午前１１時 

３０分より約３時間、作曲要領のセミナーも開 

きます。 

作品応募要領 
応募宛先 大分市下郡工業団地北入口 

     ゴードービジネスマシン㈱内 

       ソフト協展示推進委員会事務局 

ＴＥＬ ６８－４６００ 

応募期限 １０月１５日(金)まで 

詳しくは、上記へご照会下さい。 

自己啓発見学会報告 
 啓発交流委員会は去る９月２８日午後、下記 

２社の見学会を行った。参加人員３０名。 

 

大分合同新聞社 

 １００人を超す記者からの記事の内容チェッ

ク、掲載する記事の選択、見出しつけ、紙面

の編集等々を分刻みで進める作業が予想以上 

に大変だということがよく理解できた。 

 これら一連の作業を支える大規模なシステ 

ムがほぼ完成していたのは驚きであった。 

 すべての記者がワープロで入力した記事の

集配信システム、文章の論理性を保ちながら

瞬時に修正する編集支援システム、紙面の編

制をほぼ自動的に行う組版システム等、新聞

社においてもソフトウェアがインフラになっ 

ていることをあらためて知った。 

タカキ製作所 

 同社は社員８０名の小企業ながら、精密板金加

工と精密メカトロニクスの設計製作を中心として、

東芝、ＡＴＴ，ＴＩ等に納入している優良企業であ

る。戦後リヤカーの製作から出発して現在の業容

に至った。社会のニーズを先取りし機敏に対応し 



４ 

編集後記 

○当協会創立５周年記念行事がソフトピア’９３を中心に盛大に開催されます。特に１０月２４日の日曜日 

  午後は「特別サウンズ・コンテスト Ｏｎ Ｔｈｅ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ」とその後の創立５周年ふれあいパーティ 

  には、会員各社の従業員の方々に積極的ご参加をお願いします。ソフトウェア協会のお祭りです。 

○技術交流委員会の高木委員長が親会社の三井造船に転任され、後任委員長に三井造船システム技 

  研㈱大分事業所の池田ＳＥ部長が選任されました。高木氏には副委員長２年、委員長２年半の長きに 

  亘り、技術交流委員会の今日の隆盛を築いて頂き、誠にご苦労様でした。衷心より謝意を表します。 

○ＯＳＡニュースの企業ＰＲが、次号から再び正会員の名簿順に戻ります。これまで掲載されなかった会 

  員に、優先的にご案内していきますので、是非ご協力下さいますようお願いいたします。 

（広報人材委員会） 

県ソフトウェア協会会員募集 
 会則改定により、ソフト開発を事業としていな

い企業も加入できるようになりました。新入会員

も続々と増えていますが、更に会員を増強するた 

め、皆様のご協

力をお願いしま

す。 
  

理事代行紹介 
   

㈱富士通大分ソフトウェアラボラトリ 

代表取締役 藤田勝久 

ご挨拶 

 技術革新や環境変化が急速に展

開される中、今こそ会員相互の研

鑚、情報交流の持つ真価が発揮さ 

れる時と思います。 

 協会の極めて真面目で活発な活
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印刷：佐伯印刷株式会社 

ＣＡＩＴ企業内リーダー養成セミナー 
構造化分析、設計技法を中心とした 

  「ソフトウェア開発技術」 大分開催 

 ケーススタディを通じて、「構造化分析」

「構造化設計」が応用・指導できるように訓

練。「よいソフトウェアとは」を把握し「よ

いソフトウェア」を作成することの重要性を 

体得。 

講 師 ワイ・ケー情報企画 国友義久氏 

開催日 平成５年１０月２０日～２２日の３日間 

時 間 ９：３０～１６：３０（１７：００頃までになることも） 

場 所 大分市ソフトパークセンタービル 

研修料 当協会員４４，０００円（一般４６，３００円） 

※主催者は情報処理技術者試験も行う公益機 

 関で、通産省人材育成施策の一環として、 

 大分でも地方開催されるものです。 

（広報人材委員会） 

新入会員紹介 
●㈱ワコム大分開発センター 所長 村田常治 

 本社埼玉県。大分従業員３名。

（賛助会員） 

 ソフト開発ツールｄｂＭＡＧＩＣ， 

 ＣＡＤソフト、電子ペンほか。 

 所在地 大分市東春日町５１－８ 

   大分ソフィアプラザ４Ｆ 

●新鶴海興産㈱ 代表取締役社長 田中英敏 

担当 電気計測事業部 亀川 晃 

 従業員４７７名。（内ソフト関

係３２名）ソフト関連事業１０％。

半導体関連検査装置のソフトが得

意。 

 所在地 大分市大字三佐 

２４６８番地１０ 

 TEL（0975）27-2190 FAX11-1438 

略歴 
昭和８ 年生。富士
通通㈱人事勤労部
長、㈱富士通経営
研修所代表取締役
専務を経て、本年
６月に現職。 
大分市出身。 

中田前理事の後任として理
事 ( ) 


